
鹿児島県喜界町との連携概要書
美しい海に囲まれた実り多い島 東京農業大学との関係

東京農業大学出身者

今後の交流の可能性

◎市 長：川島 健勇
◎面 積：５６．８２ｋ㎡（全体の約４０％が耕地面積）
◎人 口：７，１５０人（平成２８年７月１日推計）・世帯数 ３，３４７世帯
◎交 通：【飛行機】鹿児島から約１時間１０分 奄美大島から約１５分

【 船 】鹿児島から約１１時間 奄美市名瀬から約２時間１０分
◎主産業：農業が基幹産業であり、さとうきびと園芸作物、畜産等を組み合わせた

複合経営が盛ん。
◎教 育：小学校２校（喜界小学校児童数２９６人、早町小学校児童数８２人）

中学校１校（喜界中学校生徒数１９２人）
高 校１校（喜界高校 普通科１０１人・商業科８７人）
（※児童・生徒数は平成２８年５月１日現在）

◆東京農業大学の窓口教員
国際農業開発学科教授杉原たまえ

◆農大の関連教員
国際農業開発学科教授杉原たまえ、東京農業大学名誉教授豊原秀和
応用生物科学部食品加工技術センター教授野口智弘、
国際農業開発学科教授入江健治

◆喜界町の担当者
喜界町 企画観光課 地方創生推進室 室長 徳 勝志
〒891-6292 鹿児島県大島郡喜界町大字湾1746番地
ＴＥＬ 0997-65-3683 ／ＦＡＸ 0997-65-4316
Ｅ－ＭＡＩＬ sosei-1@town.kikai.lg.jp

喜界町まち・ひと・しごと創生総合戦略基本目標

喜界島は東経130度線上の太平洋と東シナ海洋上に浮かぶ、隆起サンゴ礁の平坦な島で、
現在でも年間に約２ｍｍずつ隆起し、学術的にも非常に貴重な島といわれている。平成27
年には、喜界島サンゴ礁科学研究所がオープンし、国内外から多くの研究者が本町を訪れ
ている。また、日本最大級のオオゴマダラや渡り蝶として有名なアサギマダラ等蝶が飛び
交う町として知られている。主産業は、基幹作物であるさとうきびを中心とした農業で、
白ゴマは、日本一の生産量を誇っている。

オオゴマダラ

さとうきび畑の一本道

喜界島サンゴ礁
科学研究所

• きらりと輝くためのしごと創出
• きらりと輝くためにひとを呼び込む
• きらりと輝く若い世代を後押しする
• きらりと輝き安心安全なくらしができる地域をつくる

• 昭和43年以降、春・夏期休暇を利用しての農業研修の実施
• 研修期間（3週間から1ヶ月）
• 昨年までに300名以上の受け入れ

豊原 秀和 （東京農業大学名誉教授）
喜禎 浩之 （朝日酒造㈱代表取締役、醸造学科卒）
豊原 周子 （豊原畜産、喜界町教育委員、国際農業開発学科卒）

◎農大生の農業実習の場の提供ならびに地域農業活性化支援
◎「喜界町総合振興計画」の具現化に向けての連携
◎地域課題の解決に向けた連携・支援
（1）農産物を活用した新たな観光資源の創出
（2）地域イノベーションに向けた取組への支援
（3）地域で活躍できる人材育成支援

締結日 2016.7.28

市章 喜界高校

集落が運営する
おもてなしハウス

白ゴマ

花良治ミカン

喜界町キャラクター
よろこびと

人口の推移 産業分類別就業者数
【平成22年国勢調査】
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